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の が “citizenship education” で あ り、 そ の 三
つの柱として、①社会的道徳的責任（social 








































































































































































































































土社、1973 年、165 ～ 6 頁）。リードは、単に「芸
術鑑賞の教育的価値」を掲げているのではな
く、「創造的詩的な経験や活動の教育価値」を
主張しているのである。すなわち、「創造的な
労働、協同的な作業」こそが「平和的な行動と
共同の生活という本質的に人間的なもの」を生
み出し、事物を誠実に直視し事物や自然にとり
くむといった経験を通して、「生産されたもの」
を尊重し守ろうとする「平和的な性格」を子ど
もに形成することができるという。そして、日
本の教育実践史の中では、こうした「事物によ
る教育」が綴方教育の中に見出せるという。
昭和初期の貧困な東北で生まれた生活綴方教
育の実践は、生活現実をありのままに見つめ綴
り、それをクラスの仲間たちと共有することを
通して共に生活を変革する主体者へと育ててい
こうという教育だったが、それは、子どもたち
が自身の生活の場（生活台）で直面している課
題に対して仲間と共に立ち向かい平和な社会を
形成するというものであり、創造的で協同的な
経験・活動・作業・労働を積み重ねていく実践
であったと言い換えることもできる。今日の子
どもたちが置かれている状況、すなわち子ども
たちの生活台を見つめたとき、昭和初期の東北
のような貧困さとは異なるとはいえ、人権を侵
害される様々な暴力にさらされ生き苦しさを強
いられるような状況を見て取ることができる。
さらに、2000 年代以降、すでに克服されたは
ずだった貧困も現実の子どもたちに襲い掛かっ
ている。こうした今日的状況を踏まえると、生
活綴方的教育方法の意義はいささかも失われて
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いない。教科教育の枠を超え、学校の教育活動
全体を通じて取り組むべき方法であることは間
違いない。筆者も授業でこうした点は強調して
はいるが、では、指導要領を踏まえたうえでど
ういう実践として構想できるかはうまく示せて
いない。今後の課題である。
